
新
装
版
（
潮
文
社
）
発
行
に
あ
た
っ
て

『
霊
の
書
』
は
、
人
が
霊
で
あ
る
こ
と
、
再
生
、
神
と
は
何
か
、
こ
の
人
生
の
秘
義
を

一
五
〇
年
も
前
か
ら
教
え
続
け
る
、
ラ
テ
ン
系
不
滅
の
霊
界
通
信
で
す
。
こ
の
新
世
紀
に
新

た
な
装
い
で
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

桑
原
啓
善
（
二
〇
〇
五
年
）

※ 

本
書
は
初
版
一
九
八
六
年
（
潮
文
社
）
の
新
装
版
を
、
で
く
の
ぼ
う
出
版
で
（
上
）（
中
）（
下
）
に
分
け
て
新
装

再
刊
し
た
も
の
で
す
。

※ 

な
お
本
文
中
に
は
、
現
代
で
は
差
別
用
語
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、
訳
者
自
身
に
差
別
的
意
図
は
全

く
な
く
、
ま
た
訳
者
が
す
で
に
故
人
で
あ
る
と
い
う
事
情
に
鑑か
ん
がみ
、
原
文
ど
お
り
と
し
ま
し
た
。
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本
書
は
世
界
で
最
も
著
名
な
霊
界
通
信
の
一
つ
、
ア
ラ
ン
・
カ
ー
デ
ッ
ク
の
“SpiritsʼBook

”（
一
八
五
六

年
刊
）
の
訳
書
で
あ
る
。
心
霊
研
究
の
発
生
（
一
八
四
八
年
）
以
来
、
霊
界
と
地
上
人
類
と
の
間
に
科
学
的
な

配
慮
の
上
に
立
っ
た
通
信
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
代
の
バ
イ
ブ
ル
と
言
え
る
秀
れ
た
霊
界
通
信
が
次
々

と
受
信
さ
れ
て
い
る
。
古
い
順
に
、モ
ー
ゼ
ス
の
『
霊
訓
』、マ
イ
ヤ
ー
ス
の
『
永
遠
の
大
道
』、シ
ル
バ
ー
・
バ
ー

チ
の
霊
言
、ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
の
霊
言
、等
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
発
表
以
来
、ど
の
書
も
多
く
の
版
を
重
ね
、

多
数
の
信
奉
者
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
で
受
信
さ
れ
英
語
で
発
表
さ
れ
、
従
っ

て
英
語
国
民
の
間
に
主
と
し
て
拡
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　『
霊
の
書
』
は
フ
ラ
ン
ス
人
カ
ー
デ
ッ
ク
の
手
を
経
て
受
信
さ
れ
、フ
ラ
ン
ス
語
で
発
表
さ
れ
、そ
の
た
め
仏
・

伊
・
ス
ペ
イ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
等
ラ
テ
ン
系
国
民
の
間
に
拡
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
発
行
部
数
は

お
そ
ら
く
四
〇
〇
万
部
を
こ
え
、
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
そ
の
信
奉
者
が
二
〇
〇
〇
万
人
と
も
言
わ
れ
る
、
空
前

の
影
響
力
を
与
え
た
霊
界
通
信
で
あ
る
。

　
通
信
霊
は
、
聖
ヨ
ハ
ネ
、
パ
ウ
ロ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
ス
エ
ー
デ
ン
ボ
ル
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グ
、
真
理
の
霊
、
等
々
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
が
、
モ
ー
ゼ
ス
の
霊
訓
、
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
の
霊

言
、
の
通
信
霊
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
お
気
付
き
の
方
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
近
時
の
霊
界
通
信
が
ど
う
や
ら

神
霊
界
の
計
画
の
下
に
、
組
織
的
な
人
類
へ
の
新
啓
示
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
一
証
左
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

　
カ
ー
デ
ッ
ク
は
「
序
言
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
顕
幽
両
界
の
通
信
は
奇
蹟
で
は
な
く
、
も

の
の
自
然
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
古
来
ど
こ
に
で
も
あ
っ
た
も
の
だ
が
、
今
や
一
般
的
と
な
っ
て
き
た
。
霊
に

よ
る
と
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
神
の
定
め
た
時
が
今
来
て
い
る
。
神
の
使
徒
な
る
霊
達
は
人
類
新
生
の
時
代

を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
。
霊
が
カ
ー
デ
ッ
ク
に
与
え
た
、
言
葉
の
一
節
を
付
け
加
え
る
と
、「
こ
れ

か
ら
君
が
書
こ
う
と
し
て
い
る
書
は
、
人
類
を
愛
の
も
と
に
一
つ
に
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
、
新
し
い
建
設
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
上
記
の
ど
の
霊
界
通
信
に
も
う
か
が
え
る
、
人
類
の
新
時
代
の
到
来
、
そ
の

た
め
の
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
一
書
が
、
ま
た
こ
の
『
霊
の
書
』
で
あ
る
こ
と
お
分
か
り
頂
け
よ
う
。

　
ア
ラ
ン
・
カ
ー
デ
ッ
ク
（
一
八
〇
四
～
一
八
六
九
）
は
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
の
生
ま
れ
。
本
名
は
レ
オ
ン
・

デ
ニ
ザ
ー
ト
・
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
リ
ヴ
ァ
イ
ラ
。
諸
科
学
に
通
じ
、
ま
た
生
来
教
育
を
好
み
、
一
八
三
〇
年
に
は

自
費
で
家
を
借
り
て
、
十
年
間
に
わ
た
り
無
料
で
講
義
を
行
っ
た
。
即
ち
化
学
・
物
理
・
比
較
解
剖
学
・
天
文
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学
な
ど
。
ま
た
骨
相
学
協
会
や
磁
気
協
会
で
も
活
躍
、
特
に
夢
遊
病
・
千
里
眼
・
ト
ラ
ン
ス
（
入
神
）
現
象
に

は
関
心
を
も
ち
研
究
を
し
て
い
た
。

　
一
八
五
〇
年
、
テ
ー
ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
現
象
（
霊
媒
と
列
席
者
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
坐
り
、
テ
ー
ブ
ル

に
手
を
の
せ
る
。
テ
ー
ブ
ル
が
自
動
的
に
動
き
、
そ
の
床
を
打
つ
音
の
数
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
文
字
を
指
示

し
、
霊
か
ら
の
通
信
を
つ
づ
る
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
一
八
四
八
年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
発
生

し
た
心
霊
研
究（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
家
事
件
）の
影
響
で
あ
る
。
カ
ー
デ
ッ
ク
は
早
速
こ
の
テ
ー

ブ
ル
・
タ
ー
ニ
ン
グ
の
実
験
を
開
始
し
た
。

　
友
人
の
二
人
の
娘
さ
ん
が
霊
媒
体
質
で
、
こ
れ
を
霊
媒
と
し
た
。
も
と
も
と
二
人
が
受
け
取
る
通
信
は
と
る

に
足
り
な
い
も
の
だ
っ
た
が
、
カ
ー
デ
ッ
ク
が
出
席
す
る
と
、
通
信
は
一
変
し
た
。
即
ち
前
記
の
神
命
を
受
け

た
高
級
霊
か
ら
の
通
信
と
な
っ
た
。
週
二
日
、
欠
か
さ
ず
交
霊
会
を
も
っ
た
。
通
信
方
法
は
前
記
の
卓テ
ー
ブ
ル子
通
信

の
ほ
か
、
プ
ラ
ン
セ
ッ
ト
（
器
具
に
よ
る
自
動
書
記
）
を
併
用
し
た
。
カ
ー
デ
ッ
ク
が
質
問
を
発
し
、
霊
が
こ

れ
に
答
え
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
カ
ー
デ
ッ
ク
は
科
学
徒
で
あ
り
、
冷
静
で
論
理
的
で
実
際
的
だ
っ
た
の

で
、
こ
の
通
信
は
他
の
霊
界
通
信
と
は
全
く
趣
の
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
。
即
ち
、
他
の
通
信
は
、
霊
の
方
か

ら
の
一
方
的
な
啓
示
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
甚
だ
常
識
的
現
実
的
な
人
間
の
疑
問
に
、
霊
界
か
ら
の
解
明
を
与
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え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
吾
々
の
聞
き
た
い
こ
と
知
り
た
い
こ
と
に
、
か
ゆ
い
所
に
手
が
届
く
よ

う
に
霊
的
解
釈
が
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
常
現
実
の
生
活
に
直
ぐ
応
用
で
き
る
霊
的
知
識
が
多
分
に
含

ま
れ
て
い
る
。

　
何
と
い
っ
て
も
、『
霊
の
書
』
の
最
大
の
特
徴
は
再
生
（
人
間
の
生
ま
れ
変
わ
り
）
を
中
心
の
教
示
と
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
英
米
系
の
霊
界
通
信
は
従
来
、
概
し
て
再
生
を
否
定
し
て
き
た
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
・
ジ
ャ
ク

ソ
ン
・
デ
ヴ
ィ
ス
の
霊
示
、
及
び
『
霊
訓
』
の
モ
ー
ゼ
ス
は
明
確
に
こ
れ
を
否
定
し
た
。
こ
れ
が
英
米
系
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
な
し
た
。
こ
の
点
、
ラ
テ
ン
系
は
ア
ラ
ン
・
カ
ー
デ
ッ
ク
の
教
示
を
基
本
と
し
て

い
る
の
で
、
再
生
を
主
張
す
る
。
同
じ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
根
本
に
お
い
て
相
違
が
存
在

し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
近
時
、
英
米
系
の
霊
界
通
信
に
も
再
生
を
承
認
す
る
傾
向
が
発
生
し
た
。
生
前
、
再
生
を
認
め

な
か
っ
た
マ
イ
ヤ
ー
ス
の
死
後
の
通
信
は
、
類
魂
説
に
立
っ
て
人
間
の
再
生
を
承
認
。
シ
ル
バ
ー
・
バ
ー
チ
と

ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
も
明
確
に
再
生
を
主
張
。
特
に
ホ
ワ
イ
ト
・
イ
ー
グ
ル
は
再
生
を
不
可
欠
の
教
理
と
し

て
い
る
。

　
カ
ー
デ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
う
一
言
し
て
お
け
ば
、
彼
は
彼
の
心
霊
主
義
を
一
般
の
呼
称
で
あ
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
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ア
リ
ズ
ム
（Spiritualism

）
と
呼
ば
ず
、
ス
ピ
リ
テ
ィ
ズ
ム
（Spiritism

）
と
呼
ぶ
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、Spiritualism

は
精
神
主
義
と
受
け
取
ら
れ
、
彼
の
認
め
る
霊
魂
の
存
在
や
顕
幽
交
通
を
認
め

る
所
説
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
書
は
も
と
も
と
カ
ー
デ
ッ
ク
個
人
の
質
問
に
霊
が
答
え
る
形
を
と
っ
た
も
の
だ
が
、
通
信
開
始
後
二
年
、

カ
ー
デ
ッ
ク
が
こ
の
通
信
の
意
味
の
重
大
性
に
気
付
き
、
出
版
の
決
意
を
も
つ
と
、
霊
よ
り
の
指
示
が
あ
り
、

こ
れ
は
個
人
に
対
す
る
も
の
で
な
く
人
類
に
対
す
る
通
信
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
指
示
で
書
名

を
“Le Livre des Esprits
（The SpiritsʼBook

）”『
霊
の
書
』
と
す
べ
き
こ
と
、
筆
名
を
ア
ラ
ン
・
カ
ー

デ
ッ
ク
（ALLAN

 KARD
EC
）
と
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
た
。
一
八
五
六
年
の
刊
行
以
来
、
諸
国
語
に
翻

訳
さ
れ
、
現
在
ま
で
多
数
の
版
を
重
ね
て
い
る
。
一
八
六
九
年
に
ア
ン
ナ
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
女
史
（AN

N
A 

BLACKW
ELL

）
が
英
訳
書
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
英
訳
書
か
ら
重
訳
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。

　
本
書
中
に
〔
注
解
〕
と
あ
る
の
は
、
霊
示
で
は
な
く
、
カ
ー
デ
ッ
ク
自
身
が
付
し
た
注
釈
で
あ
る
。
原
著
に

は
更
に
多
く
の
注
解
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
そ
の
相
当
部
分
を
省
略
し
た
。
理
由
は
、
既
に
陳
腐
と
な
っ
た
科

学
理
論
、
言
わ
ず
も
が
な
の
蛇
足
と
思
わ
れ
る
も
の
、
及
び
キ
リ
ス
ト
教
徒
内
部
の
関
心
事
、
に
過
ぎ
な
い
も

の
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
諒
と
さ
れ
た
い
。


